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みんなで行こう！田んぼアート

　　　みんなで描こう！ 「ドラゴンクエスト」

2016田んぼアート
田植え参加者募集

第59回埼玉県名刀展 ～由緒・伝来　歴史を語る日本刀～
　大名家に伝来した刀をはじめ、戦国大名や幕末の剣術家が愛用した刀、埼玉にゆかり
のある刀匠が作刀した刀など、鎌倉時代から現代までの名刀を紹介します。期間中、展
示解説会や刀身彫刻、研磨の実演も行います。
▶期 間　4月23日㈯～ 5月15日㈰※4月25日㈪、5月9日㈪は休館
▶開館時間　午前9時～午後4時30分（入館は午後4時まで）
▶場 所　郷土博物館企画展示室
▶入 館 料　【一般】200円【大学・高校生】100円【小・中学生】50円（団体割引あり）

　　関連事業

▶刀身研磨実演
　・ 日時　4月29日㈮午前11時～正午、
午後2時～ 3時

　・場所　郷土博物館ラウンジ
　・講師　白田修さん(研師)
▶展示解説会
　・ 日時　5月1日㈰・８日㈰午後1時30分
　・場所　郷土博物館企画展示室
　・ 講師　志塚徳行さん（埼玉県刀剣保存
協議会長）

▶刀身彫刻実演　
　・ 日時　5月5日㈭午前11時～正午、
午後2時～ 3時

　・場所　郷土博物館ラウンジ
　・講師　橋本琇巴さん(刀剣彫刻師)

▶ 主 催　行田市教育委員会、埼玉県刀
剣保存協議会

▶ 問い合わせ　同館☎554―5911

　今年の田んぼアートは、今年30周年を迎える大人気ゲームシリーズ「ドラゴンクエスト」をテーマに描きます。田ん
ぼアートの田植えに、ぜひ申し込みください。

どなたでも参加できる田植え体験　一般参加者募集
▶期 日　6月12日㈰
▶場 所　古代蓮の里東側の田んぼ
▶内 容　午前中1時間程度の田植え体験
▶参 加 費　1人500円※大人・子ども共通
▶定 員　800人（先着順）
▶特 典　収穫後に米をプレゼントします

絵柄部分を植える田植えボランティアを同時募集
▶期 日　6月11日㈯・12日㈰
▶ 応募資格　中学生以上の方※ボランティア活動
証明書を発行します。

▶参 加 費　無料
▶ 特 典　収穫後に米をプレゼントします。
▶ そ の 他　11日優先で申し込みください。

　公共施設等の現状や将来の見通しなどを把握し、公共施設等の総
合的かつ計画的な管理を行うことを目的として、「行田市公共施設等
総合管理計画」を策定しました。
　この計画は、本市が保有する公共施設とインフラ資産を対象にし
ており、今後、公共施設等の更新・統廃合・長寿命化などに取り組
む上での指針となるものです。
※公共施設…建築物系の施設で、いわゆるハコモノ。
※ インフラ資産…市民の社会生活の基盤となる資産で、道路、橋りょ
う、上下水道など。
　計画では、今後40年間の公共施設の更新等費用の総額は、約
1,041億円、1年当たりでは約26億円となり、本市の投資的経費の
実績額である約19億円に比べて約1.4倍になると試算されています。
　この結果を踏まえ、市では次のとおり目標を設定し、取り組んで
いきます。

　市では今後、市民の皆さんと情報を共有しながら、個別施設の統
廃合や長寿命化などの方針を検討し、目標の達成を目指します。
　なお、公共施設等総合管理計画は市政情報コーナーおよび市ホー
ムページで閲覧できます。
▶ 問い合わせ　改革推進室ファシリティマネジメント担当（内線
327）

　
市
で
は
、
緑
の
保
全
・
創
出
・
活
用
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
進
め
る
た
め
、
都
市
緑
地
法
第
4
条
に

基
づ
き
行
田
市
み
ど
り
の
基
本
計
画
を
平
成
10
年
3

月
に
策
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
策
定
か
ら
18
年
が

経
過
し
、
旧
南
河
原
村
と
の
合
併
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
な
ど
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て
き

た
こ
と
な
ど
か
ら
、改
め
て
み
ど
り
の
現
況
を
把
握
・

解
析
し
、
現
況
に
即
し
た
新
た
な「
行
田
市
み
ど
り
の

基
本
計
画
」を
平
成
28
年
3
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
本
計
画
に
基
づ
き
、
緑
地
の
整
備
・
保

全
や
緑
化
推
進
の
施
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

▼ 

計
画
期
間
　
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
44
年
度
ま
で

の
17
年
間

▼ 

閲
覧
場
所
　
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
都
市
計
画
課
、

南
河
原
支
所
、
各
公
民
館
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
同
課
公
園
担
当（
内
線
5
6
0
3
）

都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

　
埼
玉
県
が
決
定
す
る
都
市
計
画
の
変
更
案
を

作
成
す
る
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
い
た
だ
く
た
め
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
5
月
16
日
㈪
午
前
10
時
30
分

▼
場
所
　「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」研
修
室

▼
内
容
　

　
・ 「
行
田
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針
」の
変
更

　
・「
行
田
都
市
計
画
区
域
区
分
」の
変
更

　
※「
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全

の
方
針
」と
は
、
都
市
計
画
法
第
6
条
の
2

に
規
定
さ
れ
、
都
道
府
県
が
広
域
的
見
地
か

ら
都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る

も
の
で
す
。

公
述（
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
）の
申
し
出

　
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
場
合
は
、
事
前
に

公
述
申
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

▼ 

対
象
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
お
よ
び

法
人

▼ 

提
出
方
法
　
埼
玉
県
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県

行
田
県
土
整
備
事
務
所
、
行
田
市
都
市
計
画

課
で
配
布
し
て
い
る
公
述
申
出
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
4
月
26
日
㈫
午
後
5
時
15

分（
必
着
）ま
で
に
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
※
埼
玉
県
電
子
申
請
届
出

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
提
出
も
可（
届
出
サ
ー
ビ

ス
の
詳
細
は
、
埼
玉
県
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
）。【
持
参
・
郵

送
】〒
3
6
1
―
0
0
5
2 

行
田
市
本
丸
2

―
20 

行
田
市
都
市
計
画
課
ま
た
は
〒
3
3
0

―
9
3
0
1 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
3
―

15
―
1
　
埼
玉
県
都
市
計
画
課

▼
そ
の
他

　
・ 

公
述
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、
公
述
人
を

選
定
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
・ 

公
述
人
1
人
当
た
り
の
公
述
時
間
は
、
お

お
む
ね
10
分
以
内
と
し
ま
す
。

　
・ 

申
し
出
が
な
い
場
合
は
公
聴
会
は
中
止
と

な
り
ま
す
の
で
、
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は

5
月
10
日
㈫
以
降
に
行
田
市
都
市
計
画
課

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

変
更
の
構
想（
原
案
）の
閲
覧

▼ 

期
間
　
4
月
12
日
㈫
〜
26
日
㈫
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）

▼ 

場
所
　
埼
玉
県
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
行
田

県
土
整
備
事
務
所
、
行
田
市
都
市
計
画
課
※

期
間
中
は
、埼
玉
県
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
埼
玉
県
都
市
計
画
課
☎
0
4
8

―
8
3
0
―
5
3
4
1
ま
た
は
行
田
市
都
市
計

画
課
計
画
担
当（
内
線
5
6
0
5
）

19 18

▶ 申し込み　4月1日㈮～ 5月13日㈮に直接、電話、ＦＡ
Ｘ、Ｅメールのいずれかの方法で農政課に申し込みくだ
さい。※ＦＡＸまたはＥメールの場合は、住所、氏名、
年齢、性別、電話番号を記入してください。【ＦＡＸ】
556―4933【Ｅメール】tanboart@city.gyoda.lg.jp

▶ 問い合わせ　田んぼアート米づくり体験事業推進協議会（農
政課内・内線386）
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目標
・ 公共施設の保有量を、今後40年間で約27パーセント削減します。
・ インフラ資産は、総量の縮減が困難なため、計画的な保全や改修
へと転換します。
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行田市公共施設等総合管理計画を策定しました


